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【○賛成 ×反対 △退席 －欠席】

＜市長提出議案＞
原案可決○○○○×○○○○○○×××××○○○○○即決平成28年度狛江市一般会計補正予算（第4号）

原案可決○○○○×○○○○○○○○○○○○○○○○即決平成28年度狛江市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即決平成28年度狛江市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即決平成28年度狛江市介護保険特別会計補正予算（第1号）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○総務狛江市職員の給料等に関する条例等の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○社会狛江市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○×××××○○○○○社会狛江市介護予防・日常生活支援総合事業に関する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○社会狛江市介護保険条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○社会狛江市指定地域密着型サービス事業者に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○社会狛江市指定地域密着型介護予防サービス事業者に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○社会狛江市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建設道路の認定について

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建設道路の認定について

同 意投 票 に よ る即決狛江市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

同 意投 票 に よ る即決狛江市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

認 定○○○○×○○○○○○×××××○○○○○決算平成27年度狛江市一般会計決算の認定について

認 定○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○決算平成27年度狛江市国民健康保険特別会計決算の認定について

認 定○○○○×○○○○○○○○○○○○○○○○決算平成27年度狛江市後期高齢者医療特別会計決算の認定について

認 定○○○○○○○○○○○×××××○○○○○決算平成27年度狛江市介護保険特別会計決算の認定について

認 定○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○決算平成27年度狛江市公共下水道特別会計決算の認定について

認 定○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○決算平成27年度狛江市駐車場事業特別会計決算の認定について

＜委員会提出議案＞
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即決市長において専決処分にすることができる事項の指定について

＜議員提出議案＞
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即決朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）が核実験を実施したことに抗議する声明文

原案否決×○××○○○××××○○○○○×××××即決安全保障関連法に基づく南スーダンへの自衛隊員派遣に反対する意見書

原案否決×○××○○○××××○○○○○×××××即決子供の医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担額調整措置の廃止を求める意見書

原案可決×○○○○○○○○○○○○○○○×××××即決次期介護保険制度改正においての「要介護1・2」の生活援助等の慎重な検討
を求める意見書

＜陳 情＞
不 採 択××××○○○××××○○○○○×××××社会受動喫煙防止条例の早期制定を求める陳情

不 採 択××○×△××××××××××××××××社会狛江市におけるバランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情

不 採 択××○×△××××××××××××××××社会東京都狛江市におけるバランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情

第
7
期
（
平
成
30
年
（
2
0
1
8

年
）～
平
成
32
年（
2
0
2
0
年
））の

介
護
保
険
事
業
計
画
に
向
け
た
制
度

改
正
の
議
論
が
、
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
で
始
ま
っ
た
。
制
度

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
介
護

保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
方
向
性
に
異
を
唱
え
る
も

の
で
は
な
い
が
、
今
回
の
議
論
の
争

点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

軽
度
と
さ
れ
る
方
に
対
す
る
負
担
と

給
付
の
見
直
し
で
あ
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
財
政
制
度
審
議
会
や
経
済
財

政
諮
問
会
議
か
ら
、
具
体
的
に
、
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用
具
貸
与
、

そ
の
他
の
給
付
に
つ
い
て
、
給
付
の

見
直
し
や
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
、

負
担
の
あ
り
方
も
含
め
、
関
係
審
議

会
で
検
討
、
平
成
28
年
（
2
0
1
6

年
）
末
ま
で
に
結
論
を
出
し
、
法
改

正
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
（
2
0
1
7
年
）
度
通
常
国

会
に
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
要
請

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
改
定

で
は
、
予
防
給
付
（
要
支
援
1
・
2
）

の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
の
総
合
支

援
事
業
へ
の
移
行
が
決
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
。
前
制
度
改
正
の
課
題
に

つ
い
て
全
く
検
証
さ
れ
て
い
な
い
ば

か
り
か
、
少
な
く
な
い
自
治
体
で
は
、

移
行
が
円
滑
に
進
ん
で
い
る
と
は
言

い
が
た
い
状
況
下
で
、
今
度
は
軽
度

と
さ
れ
る
方
（
要
介
護
1
・
2
を
想

定
）
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

用
具
貸
与
等
が
保
険
給
付
か
ら
外
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
市
民

は
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

給
付
重
点
化
の
主
張
の
理
由
と
し

て
制
度
の
持
続
性
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
軽
度
の
方
に
と
っ
て
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
重
度
化
の
予
防

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
を

保
険
給
付
か
ら
外
す
こ
と
は
、
高
齢

者
の
在
宅
生
活
を
脅
か
す
ば
か
り
で

な
く
、
将
来
的
な
給
付
費
の
増
大
に

つ
な
が
り
、
む
し
ろ
制
度
の
持
続
可

能
性
に
対
し
て
逆
効
果
で
あ
る
と
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
都
市
部
で
は
、

今
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
認
知
症
の

高
齢
者
が
急
増
す
る
こ
と
が
政
府
の

調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
の
掲
げ
る
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」

も
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
し
、
早

期
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ら
れ

る
基
盤
整
備
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

よ
っ
て
狛
江
市
議
会
は
政
府
等
に

対
し
、
要
介
護
1
・
2
の
要
介
護
者

が
在
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
家
族

が
介
護
に
よ
っ
て
離
職
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
、
下
記
事
項
の
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１

要
介
護
1
・
2
に
対
す
る
生
活

援
助
給
付
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
改
正
の

影
響
を
十
分
に
調
査
、
検
証
し
た
後

に
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
送
付
先
）
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
、
経
済
再
生
担
当
大
臣
等

第
３
回
定
例
会
で
は
3
件
の
意
見

書
と
1
件
の
声
明
文
が
提
出
さ
れ
、

う
ち
2
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
意
見

可
決
さ
れ
た
意
見
書書

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北

朝
鮮
）
が
核
実
験
を
実
施
し
た
こ

と
に
抗
議
す
る
声
明
文

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お

い
て
の「
要
介
護
1
・
2
」の
生
活

援
助
等
の
慎
重
な
検
討
を
求
め

る
意
見
書


